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2024 年 1 月 22 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

能
登
半
島
地
震
。「
19
日

現
在
の
死
者
は
２
３
２
人
、

安
否
不
明
は
22
人
、
避
難

者
は
１
万
４
千
人
に
な
っ

て
い
る
」「
断
水
は
５
万
戸

超
え
、
停
電
も
７
千
９
０

自
民
党
政
治
終
わ
ら
せ
希
望
あ
る
新
し
い
日
本
を

  

強
く
大
き
な
党
へ
前
進
・
飛
躍
の
決
意
固
め
る

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
が
第
29
回
党
大
会

　

日
本
共
産
党
は
１
月
15

日
か
ら
18
日
ま
で
第
29
回

党
大
会
を
開
催
、
３
日
間

の
討
論
の
あ
と
、
大
会
決

議
案
と
大
会
あ
い
さ
つ
、

「2024 年能登半島地震災害募金」
へのご協力を
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　12 日までに全国から 6800 万円の救援募金が
寄せられ、その全額を第１次分として石川県をは
じめ被災自治体に届けました。

中
央
委
員
会
報
告
お
よ
び

結
語
を
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
議
長
に
志
位
和
夫
氏
、

委
員
長
に
田
村
智
子
氏
を

選
出
し
ま
し
た
。
女
性
が

委
員
長
に
選
出
さ
れ
る
の

は
党
史
上
初
で
す
。

　

大
会
決
議
案
は
、『
人
間

の
自
由
こ
そ
社
会
主
義
・

共
産
主
義
の
目
的
で
あ
り
、

最
大
の
特
質
で
あ
る
』
と

述
べ
た
上
で
、「
三
つ
の
角

度
」
か
ら
「
人
間
の
自
由
」

が
花
開
く
未
来
社
会
の
魅

力
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

大
会
で
は
60
人
が
発
言
、

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
、

希
望
あ
る
新
し
い
日
本
を

つ
く
る
熱
意
に
満
ち
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
歴
史

的
反
転
攻
勢
に
向
け
、
た

た
か
い
と
党
勢
拡
大
へ
の

決
意
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
Ｎ
Ｏ
！

  

代
執
行
・
埋
め
立
て
Ｎ
Ｏ
の
県
民
集
会

　

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古

の
米
軍
新
基
地
建
設
で
、

知
事
の
権
限
を
取
り
上
げ

た
国
の
代
執
行
に
基
づ
い

て
強
行
し
た
大
浦
湾
の
工

事
に
抗
議
す
る
県
民
集
会

が
12
日
、
辺
野
古
の
米
軍

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ

ゲ
ー
ト
前
で
開
か
れ
ま
し

た
。
新
基
地
建
設
に
反
対

す
る「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」

が
主
催
し
９
０
０
人
以
上

が
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
代
執
行

訴
訟
の
上
告
審
で
多
く
の

県
民
の
願
い
を
訴
え
る
と

表
明
。「
今
こ
そ
力
を
結
集

し
新
基
地
を
止
め
さ
せ
よ

う
」
と
の
訴
え
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

各
地
の
「
島
ぐ
る
み
会

議
」
代
表
ら
が
「
仲
間
の

み
な
さ
ん
の
頑

張
り
、
信
念
が

知
事
を
支
え
て

い
る
。
全
国
の

力
も
借
り
て
運

動
を
高
め
よ

う
」
と
ス
ピ
ー

チ
し
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

０
戸
だ
」「
避
難
所
生
活
は

大
変
な
状
況
が
続
い
て
い

る
」「
海
岸
が
隆
起
し
た
た

め
、
漁
業
に
深
刻
な
影
響

が
出
て
い
る
」「
輪
島
塗
な

ど
の
地
場
産
業
や
観
光
に

も
大
き
な
影
響
が
出
て
い

る
」「
輪
島
市
の
中
学
生
が

白
山
市
に
集
団
避
難
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
18
日
、通
信
障
害
の
状

況
に
つ
い
て
携
帯
大
手
４

社
が
記
者
会
見
し
た
」「
17

日
ま
で
に
応
急
復
旧
は
完

了
し
た
が
、
停
電
が
長
引

き
、
道
路
の
寸
断
で
発
電

機
な
ど
を
運
べ
な
い
状
況

が
多
発
し
た
よ
う
だ
」「
Ｎ

　

小
型
月
着
陸
実
証
機

（
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
）。「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

は
、
日
本
時
間
20
日
午
前

０
時
20
分
ご
ろ
月
に
着
陸

し
た
と
発
表
」「
着
陸
後
の

探
査
機
と
の
交
信
は
確
立

で
き
て
い
る
が
、
搭
載
し

た
太
陽
電
池
が
発
電
し
て

い
な
い
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
大
相
撲
初
場
所
は
、３

場
所
ぶ
り
の
照
ノ
富
士
、

横
綱
を
め
ざ
す
霧
島
、
若

手
の
活
躍
な
ど
話
題
が
多

い
」「
大
学
ラ
グ
ビ
ー
は
帝

京
大
が
３
連
覇
し
た
」「
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
Ｗ
杯
も

楽
し
み
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
早
咲
き
の
梅
の
花
が

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
海
底
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
船
に
海
上
基
地

局
を
設
置
し
て
運
用
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

経
団
連
が
16
日
、
春
闘

方
針
報
告
書
を
発
表
。「
構

造
的
賃
上
げ
と
い
う
が
、

物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅

賃
上
げ
が
必
要
だ
」「
連
合

も
全
労
連
も
報
告
書
を
批

判
し
て
、大
幅
賃
上
げ
、底

上
げ
を
求
め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
共
産
党
の
第
29
回

党
大
会
が
行
わ
れ
た
。「
志

位
和
夫
委
員
長
に
代
わ
っ

て
田
村
智
子
副
委
員
長
が

委
員
長
に
な
っ
た
」「
女
性

の
委
員
長
は
初
だ
」「
若
手

の
山
添
拓
参
院
議
員
が
政

策
委
員
長
に
就
任
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

イ
ス
ラ
エ
ル
は

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
違
反

　

南
ア
が
提
訴

　

国
際
刑
事
裁
判
所
が
審
理
開
始

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）

を
犯
し
て
い
る
と
、
南
ア

フ
リ
カ
が
国
際
司
法
裁
判

所
に
訴
え
た
裁
判
の
審
理

が
11
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

南
ア
は
、
裁
判
所
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
対
し
軍
事
作
戦

の
停
止
を
緊
急
に
命
じ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

南
ア
は
ハ
マ
ス
に
よ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
を
批
判

し
つ
つ
、「
い
か
な
る
武
力

攻
撃
も
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
違
反
を
正
当
化
す
る

理
由
と
は
な
ら
な
い
」
と

指
摘
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

が
事
実
上
ガ
ザ
住
民
の
皆

殺
し
を
呼
び
か
け
る
な
ど

イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
府
と
軍

YouTube

で
ガ
ザ
の

悲
惨
な
実
態
を
知
る

　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
攻
撃

で
ガ
ザ
で
は
、
１
月
19
日

ま
で
に
死
者
が
２
万
４
７

６
２
人
に
上
る
。
ガ
ザ
は

安
全
な
場
所
は
ど
こ
も
な

く
物
資
や
医
薬
品
が
不
足

し
、
人
道
的
な
危
機
の
状

態
と
言
わ
れ
る
。

　

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

救
済
事
業
機
関
の
医
療
・

保
健
の
責
任
者
で
あ
る
医

師
の
清
田
明
宏
氏
が
実
態

をYouTube

動
画
で
語

っ
て
い
る
（
日
本
共
産
党

HP
）。

　

同
氏
は
、
批
判
的
に
知

る
こ
と
、
怒
る
こ
と
を
訴

え
て
い
る
。
さ
さ
や
か
な

寄
付
を
し
た
。　
（
Ｎ
）

安
倍
派
幹
部
の
立
件
見

送
り  

看
過
で
き
な
い

　

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
裏
金

問
題
。
安
倍
派
、
二
階
派
、

岸
田
派
の
各
会
計
責
任
者

ら
が
起
訴
さ
れ
た
が
、
検

察
は
松
野
博
一
前
官
房
長

官
を
は
じ
め
派
閥
幹
部
は

立
件
見
送
り
と
し
た
。
と

て
も
納
得
で
き
な
い
。

　

岸
田
首
相
は
自
身
の
派

閥
解
散
を
表
明
。
安
倍
派
、

二
階
派
も
解
散
を
決
め
た

が
、
真
相
解
明
を
せ
ず
に

派
閥
解
散
で
ご
ま
か
す
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
ど
の

よ
う
に
裏
金
を
つ
く
り
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
使
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

　

能
登
半
島
地
震
で
早
々

と
「
使
用
済
燃
料
の
冷
却

の
状
態
に
異
常
が
な
い
」

と
す
る
政
府
報
道
が
テ
レ

ビ
で
流
れ
ま
し
た
。
し
か

し
実
際
は
志
賀
原
発
で
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

変
圧
器
が
故
障
し
外
部

電
源
が
一
部
不
使
用
と
な

り
、
絶
縁
や
冷
却
の
た
め

の
油
が
漏
出
し
ま
し
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル

能登地震で原発に
　　「異常がなかったか」
想定超えた揺れ　深刻なトラブル

　　　志賀原発は廃炉に

の
ポ
ン
プ
が
止
ま
り
一
時

的
に
冷
却
が
停
止
し
ま
し

た
。

　

１
、２
号
機
と
も
設
計

で
想
定
し
た
活
断
層
は
最

大
で
96
㎞
で
す
が
、
今
回

の
地
震
は
１
５
０
㎞
に
お

よ
ぶ
活
断
層
が
動
い
た
と

い
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
避
難
計
画
で
は
最

大
15
万
人
の
避
難
を
想
定

し
、
避
難
方
法
は
「
基
本

は
自
家
用
車
や
支
援
者
の

車
」
で
し
た
が
、
道
路
が

寸
断
さ
れ
不
可
能
で
し
た
。

　

志
賀
原
発
は
廃
炉
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

［
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
］

　

第
２
次
世
界
大
戦
中
の

ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
の
惨
禍

を
受
け
て
１
９
４
８
年
に

制
定
。
イ
ス
ラ
エ
ル
も
南

ア
フ
リ
カ
も
同
条
約
を
批

准
し
て
い
ま
す
。

の
指
導
者
が
、
公
然
と

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
意
図
を

示
す
発
言
を
繰
り
返
し
、

そ
れ
が
国
策
と
な
っ
て
い

る
と
主
張
し
ま
し
た
。

咲
き
だ
し
た
。
例
年
よ
り

開
花
が
早
い
」「
ジ
ン
チ
ョ

ウ
ゲ
の
花
芽
が
膨
ら
み
も

う
す
ぐ
咲
き
そ
う
だ
」「
報

道
で
は
今
年
の
花
粉
の
飛

散
量
は
少
な
い
と
の
こ

と
」


